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[目的]








びグルタミン不含RPM 1 -1640に浮遊させ，細胞数を1.5X106 /mlに調整した。
2. 刺激細胞の処理
one way ML Rを行うにあたり，刺激細胞は mitomycin C (MM C) で処理した。 MMC処理の
効果をみるためにリンパ球は0 ， 25 , 50μg/mlの 3 種の濃度のMMCを含む生理食塩水に浮遊し， 37 
OC , 20分間の温浴処理を施した。 MMCによるリンパ球のタンパク合成抑制効果は，マイトジェン
(PHA) 刺激およびaIlogenic M L Rで検討した。
3. タンパク合成
リンパ球のタンパク合成は細胞培養に 3H -leucine 1μCi/wellを加え，その取り込みを液体シン
チレーションカウンターで 1 分間測定し， cpmで、表わした。
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4. rapid ML R 
リンパ球の混合培養時間を24時間， 3 H -leucine のパルスラベル時間は 1 時間とした o rapid M L 
Rの程度判定は% response として表した。
cpm allogenic culture 
p 一 (cpm autologous culture -1 ) x100 










パク合成に関しては，それぞれ25μg/mlで60% ， 50μg/mlで、85%で、あった。 allogenic M L R にお
ける検討では，培養24時間で autologous culture と allogenic culture (MM C 50μg/ml処理)の聞
に 3H -leucineの取り込みに有意の差を認めた (P<O.01)。
3. rapid ML R と standard M L R 
% response と同時に行った stimulation index とを比較検討したところ両者は有意の相関を示し
た (n =29 , r =0.660 , P <0.01) 。
4. rapid M L R と臨床経過
raid ML Rの臨床における有用性について retrospective に検討した。死体腎移植 4 {9iJを対象とし
たが， 4 例ともに経過良好であり，特に% response あるいは stimulation index との関連は認めなかっ
fこ O
[総括]
1. リンパ球を PHAで刺激することにより，タンパク合成は培養直後から始まるが、 DNA合成は24
時間後に始まることが確認された。
2. one way ML R を行い，刺激細胞はMMCで処理した。 MMC処理 (50μg/ml , 37 0C, 20分間温
浴)にてDNA合成のみならずタンパク合成も同様に強く阻害されることを確認した。
3. rapid ML R はリンパ球混合培養時間を24時間とし，添加血清濃度を 8 %, 3 H -leucine のパラス
ラベル時間を 1 時間とし，反応の指標は% response として表わした。 rapid ML R における% resｭ
ponse は同時に行なった standard M L Rでの stimulation index と有意の相関を示した (n=29 ， r = 








面から検討したo rapid ML R はリンパ球混合培養時間を24時間，添加血清濃度を 8 %, 3 H -leucine 
のパルスラベル時間を 1 時間とし，反応の指標は% response として表した。% response は同時に行っ
た standard M L R での stimula tion index と有意の相関を示した (n =29 , r =0.660 , P <0.001) 。
本法は24時間でMLRを判定しうることから，臨床応用の可能性が大であり，学位論文に価する。
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